
耐震･耐津波対策における既設コンクリートブロック岸壁のグラウンド 

アンカー補強工法のブロック抜出しの評価方法について 
 The method of evaluating the block slipping out in the ground anchor 

reinforcement industrial method of the existing concrete block quay in 

earthquake-proof and the tsunami-proof measures 
 

○阿藤 正樹*， 西舘 忍**， 大川 浩*， 鈴木 孝幸** 

Ato Masaki，Nishidate Shinobu，Okawa Hiroshi，Szuki Takayuki 

 

1.はじめに 

三重県では南海トラフ地震に備えて県営漁港の地震・津波対策の機能診断調査を進めている.既

設岸壁の耐震・耐津波工法として選定したグラウンドアンカー補強工法の設計にあたり，グラウン

ドアンカーの間隔を広げれば一般的に工事費は安くなるが，グラウンドアンカー間のブロックが津

波作用時(引波時)に抜け出してしまうことが懸念される．既設岸壁等のグラウンドアンカー補強工

法について,その間隔の具体的な設定方法を明示した既往の文献や論文等が乏しい．そこで、直接

グラウンドアンカーに拘束されないコンクリートブロックの抜出し判定について,二次元平面ひず

みの FEM 解析により計算したブロック押え力からブロック底面の滑動安全率を算定してブロック

抜出しの評価を行った．ここでは，「直立消波ブロック積式岸壁」および「コンクリートブロック

積式岸壁」を事例にブロック抜出しの評価方法について紹介する． 

2.対象施設の構造と補強工法 

図-1(a),(b)に「直立消波ブロック積式岸壁」および「コンクリートブロック積式岸壁」の補強

した断面を示す．既設岸壁は南海トラフ地震に起因する L2 地震・L1 津浪の作用を受けると地震時

並びに津波時(引波時)にブロックの滑動安全率が許容値を満足しない．その補強工法として，グラ

ウンドアンカー工法を選定した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.ブロック抜出しの評価方法 

（1）検証方法 

ブロック抜出し現象の定量的な検証方法とし

て，地震時並びに津波作用時(引き波時)に要求さ

れるグラウンドアンカーの所要押え力と FEM 解

析で得られた鉛直応力の合力ならびに堤体に作

用する全水平力（津波引波時）から，右式①を用

いて各ブロック底面における滑動安全率Ｆｓを

算定し,その値が許容安全率 1.2 を満足するか否

かでブロック抜出しの判定を行った． 
 

※三重県伊勢農林水産事務所(Mie Prefecture Ise Agriculture,forestry and fisheries office) 
※※ポートコンサルタント株式会社(Port Consultant Co.,Ltd) キーワード：FEM 解析 

図-1(b) コンクリート 

ブロック積式岸壁 補強断面 

・滑動安全率(Fs)の算定式 

 Fs＝μ×(W+Tv)/(H-Th) ≧1.2･･･① 

Fs：滑動安全率 

μ：摩擦係数(＝0.50) 

W：堤体に作用する全鉛直力(kN/m) 

H：堤体に作用する全水平力(kN/m) 

Tv：FEM 解析による押え力(kN/m) 

Th：FEM 解析による押え力の水平力相当分(kN/m)

図-1(a) 直立消波 

ブロック積式岸壁 補強断面
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